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平成 28年１月 25日 

関係各位 

一般社団法人 愛知県医療ソーシャルワーカー協会 

会 長   黒木 信之（公印略） 

 

   研修会の開催について 

 

拝啓 時下、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、この度、昨年度の介護報酬改定研修会で好評を博し、全国でも活躍されている 

（株）スズケンの岡山幸司先生を今回も東京からお招きし、下記の要領で研修会を開催致します。 

貴重な機会ですので、ぜひご出席くださいますようご案内申し上げます。 

敬具 

記 

研修テーマ『診療報酬改定について学ぶ』 

講 師   岡山幸司 氏 

         （株式会社 スズケン 営業企画部副部長 兼 マーケティング課統轄課長） 

◆日 時：平成28 年3 月26 日（土）１4:３０～１6:３０頃(13:45 受付開始） 

◆会 場：名古屋国際会議場 ２3４会議室 

（名古屋市熱田区熱田西町 1番 1号/ＴＥＬ 052-683-7711） 

※会場までのアクセスはホームページ等を参照してください。 

※座席は自由席です。シアター形式となりますので、机はありません。 

◆対 象：①協会会員（経験年数、所属機関は問わず。全ての会員に対して参加を推奨。） 

         ②非会員 

◆定 員：①協会会員２００名（先着順） ②非会員５０名（先着順） 

※定員超過が予想されるため、お早目の申込みをおすすめ致します。 

◆参加費：①3,000 円（協会会員）、 ②６,000 円（非会員）※当日受付にて徴収 

◆申込み方法：別紙参加申込書に記入の上、下記まで FAX をお願い致します。 

◆締め切り：平成28 年２月29 日（月） 

◆申し込み、問い合わせ先：所属ブロック別に窓口が異なりますので、ご注意下さい。 

①尾張東部、尾張西部海部、尾張北部第一、尾張北部第二 

⇒浅野正友輝（藤田保健衛生大学病院 TEL0562-93-2920 FAX0562-93-2927） 

②名古屋南、名古屋東、名古屋西、名古屋北 

⇒石川輝知（第一なるみ病院 TEL052-876-8361 FAX052-878-6531） 

③西三河北部、知多、西三河南部第一、西三河南部第二、東三河 

⇒石塚・高橋（三九朗病院 TEL0565-32-0282 FAX0565-3２-7320） 

④賛助会員、非会員⇒伊藤隆英（尽誠苑 TEL0532-65-2733 FAX0532-65-2734 以上 

 

                  

   

 

     

 

 

 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 昭和 41年３月５日生  

昭和 63年３月：亜細亜大学経営学部卒業  

同 年     ４月：株式会社スズケン入社 コンサルティング業務に従事  

平成 3年：同社コンサルティング部(現営業企画部)創設にともない配属 

平成 7年 3月：医業経営コンサルタント資格取得 

平成 22年 7月：同社営業戦略推進部創設に伴い異動 

地域医療・地域連携に関連する業務に取組む 

平成 25年４月：同社組織編成により、地域医療・地域連携に関連する業務とコンサルティング       

業務を営業企画部マーケティング課業務として統合 

現 在  スズケン 営業企画部副部長 兼 マーケティング課統轄課長（勤務地：東京都台東区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外来機能 

の役割分担 

入院 

機能の 

再編 

地域包括ケア 

システムの構築 

在宅の推進 

 と適正化 

地域医療構想

の実現 

患者のＱＯＬを

高める医療 

退院支援、 

在宅復帰、 

地域連携の

強化 

 

昨年度研修のアンケート紹介（H27年３月 28日『介護報酬改定について学ぶ』※212名参加） 

・今年も大変わかりやすかったです。資料を読むだけではポイントをつかんで理解 

するのが難しい改定について、MSW の視点に特化して説明してもらえるのが本当に 

ありがたいです。 

・資料もとてもわかりやすくまとめてあり、参考になりました。 

 ・先生のお話がとてもわかりやすく、あっという間の時間でした。国が何を意図しているのか、次の改定の予測もお

話してくださり、大変参考になりました。 

岡山
おかやま

幸司
こうじ

 講師  略歴 

 

社会保障費の伸びを抑制する方針が示されている中で、地域包括ケアシステムの構築、地域医療構

想の実現へ向かった大きな流れを促進する役割も持つ平成２８年診療報酬改定は、それらの政策を後

押しするためのメリハリの利いた内容となります。 

入院機能の再編、外来機能の役割分担、在宅の推進と適正化、退院支援・在宅復帰・地域連携の強

化といった部分に力点を置いた改定が行われることは間違いなく、ＭＳＷの皆さまにとって大変関連の

深い内容が多く含まれた改定になることは想像に難くありません。 

今後の医療制度・政策の方向性も読み取りながら、わかりやすく解説させていただければと思います。 

 


